
 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行 ／ 社会福祉法人あぶくま福祉会 就労継続支援Ｂ型事業所 ほどはら授産所  

〒960-0657 伊達市保原町字中瀬町 100 ℡／fax 024-575-4355 

ほどはら 

１０月１日（土）土曜利用日・保護者会奉仕作業 

７日（金）１０月生まれ利用者誕生会 

９月分工賃支給日 

１１日（火）利用者さん健康診断 

大橋治子さん （１０月１６日）  
菅野カツヨさん（１０月２８日）  
誕生日おめでとうございます。誕生会は１０月７日に行います。

お楽しみに 

洪水に備えて避難訓練行う 

９月２７日、台風シーズンにあわせて、水害に対応し利用者さんを安全に避難所まで移動する

訓練、「要配慮者施設避難訓練」を行いました。今回は、当地上空に線状降水帯が発生する恐れ

と阿武隈川氾濫警戒レベルが 3 となった想定のもと、送迎ワゴン車やマイクロバスを使って避

難所に移動する訓練を行いました。 

午前 10時から訓練を開始。はじめに理事長、所長、管理者による避難判断の協議を経て、所

長から利用者への避難指示、車への乗車訓練の流れで行いました。当日は朝の会で朝から雨が降

っている想定であることを話しており、利用者さんたちは慌てることなくスムーズに避難を行

いました。この日は車に乗って、避難所に着いた想定で、すぐ車から降り、避難所を想定した食

堂に移動しました。そして、中木所長から訓練の講評があり、常日頃の訓練の積み重ねが大事、

洪水は前もって気象情報や川の水位の上昇等のデータで予測でき、それが現実となった場合、早

めの避難をしますと利用者さんにお話ししました。 

この訓練を通して、早めの避難で自分の命を守ることをみんなで確認し合いました。 

避難所に向かうワゴン車に乗る利用者さんたち 
避難開始！ 靴を履き替え送迎車に向

かう利用者さんたち 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

昨年の 9 月からニッサンバス廃車に伴い、ワンボックスカーを導入し一部個別送迎を行

ってきました。これまで皆さんの協力もあり大きな事故もなく、日々の送迎を行うことがで

きております。 

今後、走行ルートの見直しや乗り合わせを工夫して、利用者皆さんが送迎サービスを利用

出来るように検討してまいります。今年度は１１月からトヨタバスの走行ルートを一部変更

することで、より便利に多くの方にご乗車頂けるようにしてまいります。保護者の皆様のご

協力をよろしくお願いいたします。     （送迎車運行担当 鈴木主任） 

 

検証 
個別送迎実施から 1年 

振り返りと今後の取り組み 個別送迎の運転・添乗

は、シルバー人材の方と

当法人職員で昨年９月

から行っています。 

今年１月の寒波では

雪道渋滞で時間がかか

ったり、３月の福島県沖

地震では橋が不通にな

りルート変更を余儀な

くされたり、燃料費急騰

等、外的影響を受けなが

らも、当法人の送迎車は

安全運行に努め、利用者

さんの送迎を行ってお

ります。 

送迎を担当するスタッフの皆さん（シルバー人材センターの 

方と法人職員） 

今回は、避難所へ車で移動する訓

練は行いませんでしたが、実際に伊

達市指定の避難所に着いた場合は、

保護者の皆様へ利用者さんがいる避

難所の場所をお知らせします。そし

て、保護者の皆様にはお迎えに来て

いただくことになります。迎えが困

難な場合も想定され、その際は避難

所に職員と宿泊することになります

ので、ご承知おきください。 

あぶくま福祉会では、災害時に利

用者さんの命を守る体制を取って安

全を確保していきます。 

バスから降りて、避難所に向かう訓練をする利用者さん（写真上２枚）

中木所長の講評を聞く利用者さん（写真下） 



シリーズ 作業班訪問④ 

農耕園芸 班 
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作業班の活動の様子をご紹介する作業班訪問、今月は農

耕園芸班の皆さんです。 

農耕園芸班の作業は、花苗を種から育て、ポットに植え替え

て商品にして販売する体制を取っています。大口のお客様もい

て毎年売り上げを伸ばしています。 

農耕園芸班では、新しい大型ハウスの給水設備も整いパンジー・ビオラ・つりがねそうの栽培

より本格的な使用を開始しました。広々としたハウス内で、花苗は順調に生育しており、秋のほ

どはらを１０月以降彩っていきます。学校や官公庁、町内会より問い合わせや注文もいただいて

おり、これから花苗揃え・納品が忙しくなります。 

また、ほどはら授産所の倉庫建設工事に伴い、利用者の皆さんは、遮光ビニールのハウス内で

作業を行っていただいています。大変不便をかけていますが、日々作業に励んでいます。 

 新型コロナウイルス感染症により、あぶくま祭りの中止と秋の花市ウィークも倉庫建設工事

（１０月末完成）により、会場設営が難しいことから中止となりました。イベント開催が中止に

なりますが、花苗の販売は行っておりますので、ぜひお求めいただければ幸いです。 

 作業環境が整わないところでも、利用者の皆さんが自信をもって育てた花苗は、丈夫で長持

ち！です。これからも良い花苗つくりを目指して参ります。応援よろしくお願いします。 

                        （農耕園芸班担当：佐藤典昭管理者） 

農耕園芸班全員集合 

新ハウスで花苗を育成中    水やりは欠かせません    ポットは SDGｓの精神でリサイクル 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

倉庫建て替え・施設エアコン更新工事始まる 

倉庫の建物部材の組み立て作業の様子 

編集後記 / ▼９月は台風シーズンのピ

ークです。この時期に合わせて、水害対応

の避難訓練を行いました。この場所は阿武

隈川と古川に近いので氾濫したら施設にい

ては被害に遭ってしまいます。それを回避

するには車で移動する方法しかない。とい

う想定で車に乗る手順を確認し合いまし

た。有事の際は、大雨の中の移動で結構時

間がかかるものと思います。早めに避難所

に行って利用者さんたちのスペースを確保

したいと考えています▼さて今年の冬はダ

ブルパンデミックの恐れが指摘されていま

す。インフルエンザと新型コロナ変異株の

同時流行です。そうなると施設運営をはじ

め、普段の生活ができなくなる心配があり

ます。ここで油断は禁物、手洗いうがい、マ

スク着用、ワクチン接種（まだ一度も受け

てない方は要検討を）をお願いします。イ

ンフルエンザとコロナの予防接種と、自己

の免疫力アップで、感染防止を図っていた

だきたいと思います▼秋販売の花苗販売中

です。花市はありませんが、ぜひお求めく

ださい。よろしくお願いします。(M) 

ほどはら花便り 秋号 

新しく設置になったガスヒートポンプエアコン室外機 

今年度事業計画で、施設空調設備の更新

と、倉庫の建て替えを行うことになってお

り、本格的に工事が行われています。 

倉庫はハウス側を出入り口にして既存の

位置に建て替えを進めています。空調工事

は、９月下旬に室外機の取り換えが行われ、

１０月に室外機設置と吹き出し装置設置工

事に取り掛かります。両工事とも年内完了

の予定です 

秋・冬の花壇用に花苗を栽培しました。皆様に

は、ぜひお買い求めいただきたくお知らせしま

す。品種・価格は下記のとおりです。ご注文はお

電話またはファックスでどうぞ。（電話・FAX 

575-4355） 

新しい吹き出し装置が取り付けられました

部分 


